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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国政治を形づくっている政治制度に注目し、中国共産党による一党支配
を成り立たせ、また変容させてきた要因を検討した。中国共産党支配を支える制度を（１）「包容と強制」の制
度（民主的制度と刑事司法制度）、（２）「エリート政治」を形づくる制度（集団領導制、領導小組、幹部選抜
任用制度）、（３）中央地方関係と経済を形づくる制度（北京・香港関係、分散的権威主義体制下における経済
制度）に腑分けし、各制度がどの様に形成され持続し、変化してきたのかを「歴史的制度論」の分析枠組みをふ
まえて論じた。本研究の成果は『現代中国の政治制度　時間の政治と共産党支配』（慶應義塾大学出版会、2018
年）として出版した。

研究成果の概要（英文）：This study looks at the various political institutions that form Chinese 
politics and attempts to examine the factors that comprise one-party rule by the Chinese Communist 
Party(CCP), and those that have transformed it. In taking the approach described above, this study 
dissects the institutions that supports the rule of the CCP into: 1. the institutions of "
co-optation and coercion" (democratic institutions and criminal justice institutions), 2. the 
institutions that form "elite governance" 3. the relationship between the center and the regions, 
and the institutions that form the economy. Each institution is examined for how it is made up, has 
been maintained, and has transformed. The results of this study were published as China's Political 
System: The Politics in Time and Communist Party Rule (in Japanese), from Keio University Press, at 
2018.

研究分野：比較政治学、現代中国論、国際関係論（東アジア、日中関係）
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１．研究開始当初の背景 
 
天安門事件直後の 1990 年代、中国政治研
究の主な論点は、共産党による一党支配の脆
弱性と体制移行の可能性であった。そこでは、
経済危機による共産党の分裂や、政治的自由
を求める中産階級の成長といった、体制変動
を予見する様々な議論が提出された。しかし、
その後の中国政治は、当初の予測とは相当に
異なる展開を示してきた。急速な経済成長が
続き、結果として登場した中産階級は共産党
の一党支配に対抗的な行動をとることはな
かった。共産党は、経済発展と政治的安定の
同時実現に成功したのである。 
こうした状況は、中国政治研究の焦点を、
体制の存続とその強靭さの説明に移らせた。
そこで、内外の研究者の関心が集まったのは、
予想外の生存能力を示した共産党であった。
たとえば B.ディクソンは、1990 年代以降共
産党が社会団体に対する統制管理を維持す
る一方、知識人と企業家の包摂を積極的に進
めてきた経緯に注目し、他方で、D. シャン
ボーは、共産党が旧ソ連や東欧の経験を学習
し、果断なる改革を実行し続けてきた点を指
摘した。国内でも、「開発独裁」（唐）や「コ
ーポラティズム」（国分）、「適応」（加茂、菱
田）といった概念を通して、共産党の統治能
力の増大を捉えようとする努力がなされて
きた。 
しかし、共産党に関するこうした内外の議
論は、次の二つの問題を内包していた。第一
に、肝心の共産党の生存能力がどこにその源
泉をおいているかが不明である。つまり、学
習能力であれ、適応能力であれ、どのように
して共産党がこのような能力を持ち、発揮す
ることができたかについては十分な説明が
なされてこなかったのである。 
従来の議論に見られる第二の問題は、当然
ではあるが、多くの分析が共産党の戦略や選
択に集中していることである。もっとも、政
治的統合の中心なる共産党の地位と役割を
否定することはできない。とはいえ、共産党、
または共産党指導部の政策選択が、現代中国
政治をすべて規定しているわけではない。そ
れは、現代中国政治史上における大転換がど
のようにして生じてきたかを考えれば明ら
かである。たとえば 1970 年代後半に始まっ
た改革開放への大転換をもたらしたのは、国
際関係や社会経済の変化を含む広い範囲で
の政治環境の変化であり、共産党の選択は転
換の構成要素であることは間違いないが、唯
一の原因ではないのである。 
以上の問題意識をふまえて、下記２．研究
の目的に示す研究に着手した。 
 
２．研究の目的 
 
中国における一党支配体制は、いかなる制
度基盤によって成り立っているのか。またそ
れは、時間の経過とともにどのような変化を

遂げてきたのか。本研究は、中国政治を形づ
くる様々な政治制度に注目しながら、共産党
による一党支配を成り立たせ、また変容させ
てきた要因について再検討を加えようとす
る試みである。このとき本研究は、制度要因
と政治過程の相互作用に注目する新制度論、
なかでも制度変化に対する時間的要因の重
要性を強調してきた歴史的制度論の知見を
積極的に援用する。 
 本研究の考察を通して、現代中国政治史を
従来とは異なる視点から読み解くとともに、
共産党による一党支配の今後について、その
制度基盤に関する多面的理解に基づいた、よ
り確かな展望を得ることが可能になると考
える。 
具体的には、本研究は、共産党を取り巻く
政治環境、なかでも、共産党と政府（中央と
地方政府）、議会（人民代表大会）、司法、軍、
および市場と社会団体との関係を形づくる
制度に注目し、建国後のいくつかの重要な転
機における共産党の選択と行動の源泉を明
らかにするとともに、結果として一党支配の
態様そのものがどのように変容を遂げてき
たかを考察した。 
 
３．研究の方法 
本研究は、第一に、現代中国政治を形づく
る主要制度を特定し、研究代表者および分担
者が取り組む具体的な研究テーマを確定す
る。第二に、歴史的制度論の提供する制度変
化のメカニズムへの理解を深化させ、共通の
理論的枠組みの構築を試みた。 
 
（１）現代中国政治を形づくる主要制度 
現代中国政治を形づくる主要な制度領域
として検討の対象となるのは、およそ立法・
司法・行政・市場・社会・中央地方・軍、そ
して党である。具体的には、①中国における
代議制度の形成と変容についての考察、②司
法制度の展開、③政軍関係の制度基盤の歴史
的変容、④共産党の幹部任用選抜制度の歴史
的変化についての考察、⑤政策決定に関する
制度変容のプロセスについての考察、⑥中
央・地方関係の特質に注目しつつ、中国にお
ける市場制度の歴史的変遷についての考察、
⑦工会制度改革の歴史的文脈についての考
察、⑧共産党の社会団体管理制度の成立と変
容についての考察、⑨香港における統治制度
の再構築を中心に、香港が「（中国の）地方」
へ移行する過程の考察をおこなった。 
 
（２）共通の理論的枠組みの構築 
研究領域の分担と細部テーマの決定と並行
して、本研究が依拠する共通の理論的基盤に
ついての議論を重ねた。定例研究会を開催し、
制度変化に関する歴史的制度論の説明につ
いて学習と議論を深めた。具体的には、関連
文献の輪読とともに、国内外の専門家を講師
に招き、関連研究の現状を確認した。 
 



 
 
４．研究成果 
本研究は、①中国における一党体制支配は、
いかなる制度基盤によって成り立っている
のか、②またそれは、時間の経過とともにど
のような変化を遂げてきたのか、という問題
意識を掲げ、中国政治を形づくる様々な政治
制度に注目しながら、共産党による一党支配
を成り立たせ、また変容させてきた要因につ
いて再検討を試みた。 
本研究の研究成果は、2018 年 3月に、加茂
具樹と林載桓による共編著『現代中国の政治
制度 時間の政治と共産党支配』（慶應義塾
大学出版会、2018 年）として出版した。 
本書は、中国の政治制度に関する先行研究
が、近年の中国共産党統治の制度化が進んで
いることに注目しつつも、①特定の組織機構
の公的な構造と機能、または制度を構成する
規則規定の詳細な紹介に注力してきたこと、
②それぞれの組織や制度の成り立ちまたは
歴史的展開への関心に留まっていたこと、③
制度や組織を政治の従属変数と見なす傾向
にあったことを、批判的に再検討することを
目的としていた。 
そこで本書は、①比較政治学における制度
分析の枠組みを明示的に提示し、可能な限り
そこから導かれる理論的知見に依拠して分
析すること、②中国の政治体制の具体的制度
を取り上げ、その時系列的な変化について因
果関係をふまえながら説明することに努め
た。 
以上の問題意識をふまえ本書は、中国共産
党支配を支える制度を「包容と強制」の制度
（民主的制度と刑事司法制度）、「エリート
政治」を形づくる制度（集団領導制、領導小
組、幹部選抜任用制度）、中央地方関係と経
済を形づくる制度（北京と香港の関係、分散
的権威主義体制下における経済の自制的秩
序）に腑分けし、それぞれの制度がどの様に
形成され、持続し、変化してきたのかを論じ
た。 
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